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シイタケ原木から子実体への 137Cｓ移行係数 
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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

シイタケ原木内の放射性セシウム（以下、137Ｃｓ）分布と移行係数（子実体 137Ｃｓ濃度／原

木 137Ｃｓ濃度。原木から子実体へ 137Ｃｓの移行しやすさを表す数値。）について検証するため、

平成３０年度から令和２年度にかけて県内６地区から採取したシイタケ原木を用いて調査し

た。その結果、地区内及び地区間で、それぞれ移行係数が大きくばらつくことが確認された。 

                                                                                                                       

（１） 平成３０年度から令和２年度にかけて、計６地区（Ａ～Ｆ）の県内コナラ林から適期に伐採

したシイタケ用原木の 137Ｃｓ濃度を測定した。その後、原木にシイタケ種菌を植菌し、ビ

ニールハウス内で管理してほだ化した。植菌した翌年の５～６月に子実体（８分開き）を発

生させ、子実体の 137Ｃｓ濃度を測定した。 

（２） 地区毎にほだ木１本毎の移行係数を算出したところ図－１のようになった。各地区とも移

行係数は裾野が広い出現頻度となり、また、地区間においても移行係数の平均値が 0.99～

2.44 の範囲になるなど、大きくばらつくことが確認された。 

 

２ 期待される効果 

（１） 本県産のシイタケ原木から子実体への 137Cｓ移行係数に関する基礎的な知見が得られた。

今後、移行係数がばらつく原因を究明する必要がある。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 特になし 
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図－１ 原木を採取した地区毎の移行係数の分布図（図中の棒の高さは出現頻度を示す） 

Ⅲ その他 

１ 執筆者 

小林 勇介 

２ 実施期間 

平成３０～令和４年度 

３ 主な参考文献・資料 

（１） 令和３年度 福島県林業研究センター業務報告 

平均値±標準偏差*▼ 

Ａ地区 

伐採：H30.4  

植菌：H30.4 

発生：R元.5~6 
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Ｂ地区 

伐採：H30.4 

植菌：H30.4 

発生：R元.5~6  
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Ｃ地区 

伐採：H30.12 

植菌：H31.4 

発生：R2.5~6  
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頻度 

n=19 D地区 

伐採：R2.12 

植菌：R3.3 

発生：R4.5~6 

E地区 

伐採：R2.12 

植菌：R3.3 

発生：R4.5~6 
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2.44±0.74 
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0.99±0.33 

F地区 

伐採：R3.1 

植菌：R3.3 

発生：R4.5~6 
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